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ドイツ語の名詞の「性」について
谷　崎　英　男
1．序　　　　論
　英語からはじめて，他のイソド・ヨーロヅパの言語を学習するときに，第一
にまごつくのは名詞の性（Gems，gender，g㎝re）の問題であることは誰しも容
易に認めるところであろう。これはわれわれ目本人の間題だげではなく，ハソ
ガリア人がドイツ語を学ぶときも全く同様なのである。ドイツの言語学著ヘル
マソ・ギュソテルト（Her正nam　G廿ntert）は次のように書いている。
　　rドイツ語を学ぶハソガリア人にとって部屋の部品や備品のうちでいえぱ・
　Tisch（テーブル）やStuh1（椅子）を男性にみたて，Uhr（時計）やTOr
　（ドア）を女性にみたて，Fenster（窓）やBild（絵）のような他のものを無
　生物とLて残しておかねぽならないということが・いかに特異で非論理的に
　思われるかということが指摘せられたのは当然である。ちなみにまたLても
　これは言語が論理の法則を構いつげないという好個の事例である。」
　ヘニソグ・ブリソクマソ（H㎝ning　Brinkma㎜）もドイツ語の名詞の性の不
合理性，非論理性の例として次のような分類を二三あげているが，これを見れ
ぱ名詞の性を一定の論理的法貝口のもとに従属させる試みがいかに空Lいかがば
っきり理解できるであろう。
　（1）衣裳の名詞
　（男性）一Rock（上衣），Mantel（外套）（女性）一Hose（ズポソ）　（中性）一
　Hemd（シヤツ）
　（2）食器の名詞
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　（男性）一L砒e1（さじ）　（女性）一Gabe1（フォーク）　（中性）一Messer（ナ
　イフ）
　（3）身体の部分を表わす名詞
　（男性）一Kopf（頭），Mmd（口），Zahn（歯），Nacken（首），ROcken（背
　中），Leib（身体），Bauch（腹），Rumpf（胴），Magen（胃），Arm（腕），
　FuB（足）
　（女性）一Stime（額），Nase（鼻），LipPe（雇），Zunge（舌），Backe（類），
　Schulter（肩），Hand（手），Lunge（肺）
　（中性）一Haar（髪），Gesicht（顔），Auge（眼），Ohr（耳），Kim（あご），
　Herz（心臓），Bein（脚）
　（4）自然界の名詞
　（男性）一亘imme1（空），Regen（雨），Schnee（雪），Donner（雷鳴），Blitz
　（雷光），Mond（月），Stem（星）
　（女性）一Erde（地球），Some（太陽），Luft（空気），Wolke（雲）
　（中性）一Wasser（水），Meer（海），Feuer（火），Gewitter（雷雨）
　全く同様にフラソス語でも何故にtable（机），chaise（椅子），sa1iさre（塩
つぼ）等が女性でtabouret（床几），fauteui1（肘掛椅子），sucrier（砂糖つぼ）
等が男性であるかは誰にも分らない。また同じイソド・ヨーロヅパ語族に属し，
隣国であるにもかかわらず，ドイツ語とフラソス語で性を異にする言葉がたく
さんある。上にあげた言葉のたかからいくつか拾ってみれば次のようである。
　Some，Hand，Hose，Stime，Nase，Lu㎎e，Luft，Wo1keはドィッ語では女
性名詞であるが，それに対するフランス語のso1eil，main，panta1on，front，
nez，Poumont，air，nuageは男性名詞である。また逆にドイツ語のTisch，
Stuhl，Mond，KoPf，Stem，Zahn，Mmd，Regen，Schneeは男性であるが，
それに対するフラソス語のtable，chaise，1une，tεte，6toile，dent，bouche，
b1uie，neigeは女性である。ここではこのようた比較をすることが目的ではた
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いので，いくつかの例を示しただけであるが，このような例を拾えぽ枚挙にい
とまがないであろう。
　もう一つ性の非論理的な窓意性を示すものとして，性が時代が進むにつれて
変化しているという事実がある。ドイツ語の問題については後でふれるが，フ
ラソス語にっいてはヴァソドリェスは次のように述べている。
　　rフラソス語，ゲルマソ語，ケルト語においては性の変化がたくさんあっ
　た。フラソス語においては男性語尾，または女性語尾がしばしぱそれ相当の
　変化を生じ，女性語尾のある語が多数，今日では正しいいい方において男性
　とせられ，しかも俗語では（殊に語頭に母音があって定冠詞をもって性を示
　すことができないときに）女性が用いられていた。例えぱeXerCiSe（練習），
　orage（嵐），ouvrage（仕事）等がそれである。恋おProphさte（予言老）
　とpope（ローマ法王）とはその語尾のために中世においては女性として敢扱
　われていた。これをもってもどの位自然の性と文法上の性が違うかが分る。
　今なお1’ordomance（伝令，従卒），la　sentine1le（歩哨）で男性の人をさ
　ながら女性にしている。これはラテソ人がauXi1ia（補充兵）（中性），uigilia
　（歩哨）（女性）といったようなものである。フランス語では自然の性の差を
　文法上の性の差で表わLていないものが四分の三もあるので，文法上の性が
　自然の性を表わすことに底っていないのは明らかである。」
　このように文法上の性（das　grammatische　Geschlecht，G・ms）が自然の性
（das　nat廿rliche　Geschle・ht，Se・us）に一致しない例をドイツ語から拾ってみる
と，das　Weib（女），das　M身dchen（少女），die　Wache（哨兵）などがあり，
またGeise1（人質）やWaise（孤児）は今日では男女別に関係たくたいてい
女性として用いられ，また逆にder　Kunde（顧客）は男女の別にかかわらず
普通男性として用いられる。
　また最近では職業を表わす名称や称号については女性形をさける傾向があ
るo例えぱ，
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　Seine　Tochter　ist　Sch工osser，Mauer　usw．
　（彼の娘は錠前工，左官である）
　Sie　wurde　Ingenieur、
　（彼女は技術者になった）
　Frau　S．wurde　Verdienter　Lehrer　des　Voユkes．
　（S夫人は人民功労教師になった）
　そのほかFrau　Minister（婦人大臣），Frau　Staatssekret虹（婦人次官），
der　Lehr1ing　Lotte　M刮1er（見習ロッテ・ミュラー，ロヅテは女性名）など
がある。これはもともと最近になって女性にも開かれるようになった職業や官
職，および一定の称号について用いられたものであるが，それが今では拡大さ
れて女性形のある言葉，たとえぱArzt（医者），Direktor（支配人），跣rger－
meister（市長）などにも用いられている。rGrundfragen　der　deutschen
Grammatik』（ドイツ文法の根本問題）の著老ヴィルヘルム・シュミヅト
（Wilh・lm　Schmidt）はこのような傾向はrドイツ語の表現力の貧困化」を意味
するものとL，論理的に奇妙な結果をもたらす例として次のような文をあげて
いる。
　　lch　habe　gestem　den　Direktordes　Kar1－MaαWerkes　kemengelemt．
　趾ist　eine　zarte，sch㎜乞chtige趾au．（私はきのうカール・マルクスエ場
　の麦配人と知り合いになった。彼はやさしいやせた女である。）
　そしてシュミットはさらにこれは決して女性が男性と同権であることを表現
するものではなく，「ドイッ民主共和副こおいては，女性は職業や称号をあげ
るときに，自分が女性であることをはずかしがって必要は全くたい」となげい
ているo
　さてしからぱこのようた名詞の性というものは，いかにして生じたのであろ
うか。残念ながらこの性の起源についてはいくたの言語学者が試みたが，まだ
首肯さるべき定説はない。前記のヴァソドリェスによると，イギリスの人類学
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老のフレーザー（J．GFra・er）は「男女両性の差は婦人が特殊の言語を用いる
ことと何らかの関係がありはLないかと想像して，性の違う人が用いるから同
じ名詞も違った二つの形を生じたのだろう」としているとのことであるが，こ
のような簡単た説明では，この大きな一般言語学上の間題を解明Lえないであ
ろう。
　この間題に対して色々な言語学老によって提出された解答を大別すれぱ，二
種類に分けることができよう。一つは名詞の性の分類が自然の性に帰着すると
いう説であり，もう一つは自然の性とは別の分類の視点があるという考えであ
る。前老の考えは男女両性という二つの自然の性と第三のグループとして無性
のものを考えるのである。ラテン語で表わされる文法術語であるMasku1i皿u皿
＜血as（男），Femininum＜femina（女），Neutmm＜ne－utrum，keines
von　beiden（二つのうちのどちらでもないの意）はまさにこのことを文字通り
反映しているといえよう。この説が支持される一つの根拠はあらゆるイソド・
ヨーロッパの言語には男女両性の生物の区別が存在するという事実である。さ
らに中性名詞はイソド・ヨーロヅバ諸語のかなり古い時期にはしぱしば単なる
語幹が主格と対格として用いられ，まだそれが動詞の主語または目的語として
文中に果たす役割を格語尾によって表示Lていたかったために，男性にも女性
にも編入せられず無表示になった語詞が存在することになった。従ってすべて
の名詞が互いに同格であった男性，女性，中性という三つの範駒こ分類せられ
ていたというわけではたく，中性名詞は「二つのうちのどちらでもない」とい
う言葉の意味するごとく，男女両性に対立するものとして（そして恐らくは勇
女丙性に分けられる以前の統一的なr生類」〔belebtes　Genus，genre　ani㎜6ユ
に対して）一つの性の種類になったのであ乱
　今日では自然の性を基礎として分類するということは全く自然な操作である
ように思われる。とすれぱすべての無生物は無性であり，事物概念や抽象概
念は中性でなけれぱたらないのに，必ずしもそうはなってい危いのはどういう
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訳であろうか。名詞の性の分類が自然の性に帰着すると考える人達は，全自然
界を生命あるものとして考えた原始人の擬人化によってこれを説明するのであ
る。原始人から見ると全自然界は神や悪霊によって満たされ，それが人聞の姿
になぞらえて，男性または女性のものと見なされたというのである。例えばロ
ーマ人は風や川の神を男性と考えたので，ラテン語の風や川の名前は男性で，
また一方では木の神は女神（ニンフ）なので・木の名前は女性であるというご
とくである。
　こういう説に対してシュミヅトはいくつかの間題点をあげてい私例えばギ
リシャ語のoikos（家）は男性であるが，Polis（市）は女性であるのはなぜな
のか，またラテソ語のdomus（家）は女性であるのに，vicus（村）は女性で
あるのはなぜなのかは，全く分らたいL，同様にドイツ語のFuB（足）は男性
であるのに，Hand（手）は女性である理由も不明である。さらに比較的小さ
な動物の名前，例えぱHase（うさぎ），Maus（ねずみ）・Meise（山がら）・
Voge1（とり），Huhn（にはとり）などでは自然の性は言葉の上では全く無視
されているのも不可解であるし，ドイツ語史上で中世ドイツ語時代には男性で
あった一eで終る多くの名詞，例えぱbacke（ほほ），made（うじ），niere（腎
臓），snecke（かたつむり），wade（こむら）たどが，大ていの一eで終る名詞
が女性であったために女性名詞に変ったことも，性の起源を自然の性からだけ
説明することには問題があるとしてい乱そのほかVater（父）一Mutter（母）・
Sohn（息子）一Tochter（娘），Mam（男）一Frau（女），Kむabe（息子）一
M包dchen（少女），Ochs（牡牛）一Kuh（牝牛），Hengst（牡馬）一Stute（牝
馬），Hirsch（牡鹿）一Hindin（牝鹿）などのように・すべてのヨーロヅパの言
語に認められる異なった語幹が男性的存在とこれに対する女性的存在を表示す
る事実は，自然の性が本源的な分類の基準でなかったことの証拠であると，シ
ュシヅトは書いている。（彼によれば，もし自然の性が分類の墓準であるなら
ぱ，後世になつて，語尾変化によつてBote（使老）一Botin（女の使者）・
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M刮1er（粉屋）一MO11erin（粉屋の女），Genosse（同志）一Genossin（同志の
女），ラテソ語のmagiSter（先生）一工nagiStra（女の先生），ga1iuS（おんどり）
一9al1ina（めんどり）と作られたように，同一の語幹から作られなげれぱなら
ないとしている。）
　このように考察してくると，印欧語の性の分類は自然の性によるのではなく，
別の基準による可能性も大いに出てくるのであ私カール・ブルークマソ
（Karl　B・・gmann）は印欧語の単語の特定の尾音がどうLて特定の性と結びつい
たかの間題（例えぱ一aと一iは女性と一0Sが男性と）を取り上げて，有名な
論文r印欧語における名詞の性』（Das　Nominalgeschle・ht　in　den　i・dogemani－
schen　Sp…hen）の中で次のように答えている。印欧語の女性名詞は一aという
尾音で終る場合が多いが，これはもともと女性の本性とはもともと何の関係が
なかった。ところが一aで終る古い名詞の中にぽ㎜ama（母），9ena（女）の
ように，たまたま女性的な存在を表わすものがあり，次第に発展する過程のな
かで一aという語の尾音が女性的なものの概念を象徴するようになり，さらに
類推によって造語が行われるようになった。例えばラテソ語のdeuS（神）に対
してdea（女神），equus（馬）に対Lてequa（牝馬），puellus（少年）に対
してPue11a（少女）のようにである。同様にLて一iという語尾も女性を示す
符号になり，一0S（ラテソ語では一uSとなる）という語尾は男性的なものの概
念を示す標識となったというのである。
　このブルークマソの説に対してはギュソテルトは一aに終る語尾が古くから
集合的な意味や抽象的液意味を表わしていたことなどの反証をあげているが，
とにかくここで以上の考察を基礎にして結論を求めるならぱ，ギュソテルトの
、、うようにr自然の性の分類によって部分的に語詞の文法形式がととのえられ
たが，次第にある種の接尾辞や語尾に一定の表象が付着するようになった。人
が合理的に思考するようになったときにも，旧来の性の配分は事物や抽象概念
に対しても存続していた。言語は伝統によって自らに与えられた手段を保持し，
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これを新しい目的に利用した。かつて深い意味をもっていた区分が文章関係も
形式的に表示する手段となり，かくして純粋に文法的た範嬢が生じた」と考え
るのがもっとも至当であろう。そして「ある事物名は，それがかつて擬人化に
基づいて形成せられたという理由で男性もしくは女性として取り扱われたとい
う意識が消失すれぱするほど，それだけ性が全く語形変化によって，っまり
r文法的』に規定された類推的な新形によって拡大せざるをえなかった」と考
えられるのである。
　ちなみに印欧語以外の言語を見てみると，性による分類が唯一のものでなく，
様々な分類があることが分るのである。イロケシ族（北米インディアソの一種
族）の言語では名詞は「高等」類と「下等」類に分れている。前者には「神」
や人類の男性の個人のような言葉が属し，下等類にはそのほかの一切のもの，
すなわち事物のみならず，婦人や子供や，さらに性別に関係なく等しくすべて
の動物が属する。従ってこの場合には自然の性が分類の基礎となったのではた
く，価値の差別がつけられたのである。
　スーダソ諸語のセネガンビ群に近いネグロ語であるフルベ族の言語でば一方
では人間，すなわち男子と，女子と他方では事物という区別があり，独自の接
頭辞と動詞構成素によって等級が分けられている。このような価値差別と性別
とが特に興味深く結合したものが若干のコーカサス諸語において見られる。申
央ダゲスターソのカシクムク語では，例えぱ動詞において，何事かが叙述せら
るべき名詞が四種類区別せられる。第一は理性的存在であるもの，第二には同
上で女性であるもの・第三は動物や天体や森などのような非理性的な生物，第
四は物体や観念であるが，理性的な存在でもたとえぱ女奴隷のように事物とし
て用いられる場合もそうである。
　ホッテソトット族の言語ではまた三つのr類」が区別されているが，ほとん
どどの語詞もこれらの類を敢ることができる。この場合中性は特別な色合のた
い物体一般を意味し男性は高揚的な意味を，女性は低下的な意味を生じさせ
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私例えぱr水」を意味する語は中性では水全般であり，水の女性は洗濯水汰
のである。
　アフリカのバンツー語でぼ特殊な接頭辞によってどの物象も一定の範駒こ分
類せられる。これらの前綴の一つは語詞を「人」という区分に，第二の前綴は
「人（複数）」に組み入れ，第三，第四の前綴は単数，複数におげる「非人間的
に生きているもの」を表示し，いま一つの接頭辞はr器具，風俗，習慣」を意
味L，抽象概念を形成するものもあれぱ，誹講語を造るものもあり，また縮少
形や拡大形に役立ったり，方向の表示などに役立つものもある。
　つまり，いわば特殊な概念が組み入れられる大きな仕切りのような一般的な
思考範醇が常に挙示せられるのである。
　ヴァソドリェスによれば，印欧語の性はバソツー語のこのような類（ClaSSe）
にほかならず，この類別の原理はわれわれの祖先の世界の観じ方に基づき，そ
れがきまるには神秘的宗教的動機が手伝っていたであろうが，何故にそうきま
ったかということは分らなくなったげれども，その伝えが残ったのであ乱
　さて以上「名詞の性」に関する色々な聞題を提起してきたが，「性」という
カテゴリーが退化現象であることについては言語学者の意見は一致してい乱
既に死語になったギリシャ語やラテン語は別としてロシヤ語やドイツ語には三
性があるが，いわゆるPマソ語と称されるラテソ俗語から発展Lたフラソス語，
イタリア語，スベイソ語，ポルトガル語たどでは音声上の変化によって中性が
男性と一緒にたり，男・女の二性しかない。またデソマーク語やスゥェーデン
語などの北欧語では，男性の冠詞と女性の冠詞の間の音声の区別が失われてL
まったために，男性と女性が融合して共性（または汎性）（・㎝lm㎝g㎝der，
ge㎜。ins。鵬s　G・s．hl・・ht）になり，中性と対している。この点でもっとも徽底
したのが英語で，英語では語形変化の語尾が失われるにつれて，文法的性別と
いうヵテゴリーはなくなり，やっと自然的性別が注意されるにすぎない。
　次にr性」は何のためにあるのか，たいL性の機能の問題に移ろう。性は文
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法的には相互に関係づけられた語詞が同じ機能を有する語尾として一致するこ
とにほかならない。（この場合語尾の音相上の一致ということは間題でない）
そこでラテソ語ではamiCuS胴uS（忠実な友）（男性），SCutum㎜agnu皿（大
きな楯）（中性）に対Lて，tabula　est　rotunda（テーブルは円い）（女性）と
いうL，ギリシャ語ではho　patεr　agathos（よい父）（男性）に対して，hε
mεtεr　agathε（よい母）（女性）というのである。
　また性の機能と一つとして考えられるものに，同音の語が性によって区別さ
れることがあげられる。フラソス語で1e　pOids（重さ）とla　pOix（松脂），
1e　pさre（1父）とla　paire（対），Ie　iivre（本）とla1ivre（ポソド），1e　Poε1e
（ストーヴ）とla　poε1e（鍋）の如きがこれである。ドイッ語の例をあげれぱ，
der　Bauer（農夫）とdas　Bauer（鳥籠），der　Erbe（相続人）とdas　Erbe
（遺産），der　Heide（異教徒）とdie　Heide（荒野），der　Kmde（顧客），die
Kmde（知らせ），der　Leiter（指尋老）とdie　Leiter（はしご），der　Tor
（馬鹿）とdas　Tor（門），derWeise（賢人）とdieWeise（方法），dasBand
（ひも）とder　Band（巻），der　Harz（ハルツ山脈）とdas　Harz（樹脂），
der　Hut（幅子）とdie　Hut（保護），der　Kiefer（あご）とdie　Kiefer（松），
das　Ko1ler（えり巻）とder　Kol1er（狂暴），der　l〉［ange1（不足）とdie
Mangel（つやだし機），das　Mark（骨髄）とdie　Mark（マルク），der　Mast
（マスト）とdie　Mast（肥育），das　Reis（小枝）とder　Reis（米），das
Schild（看板）とder　Schi1d（楯），der　See（湖）とdie　See（海），das
Steuer（舵）とdie　Steuer（税），das　Tau（綱）とder　Tau（露），das
Verdienst（功積）とder　Verdienst（利得），das　Wehr（せき堤）とdie
Wehr（低抗）などがある。
　また動詞から派生した言葉（Dev・rbativ）においては，性によって動作と物
象が区別されることがある。例えぱder　F1uB（流れ・川）とdas　FloB（いか
だ）（ともにiieB㎝＜流れる＞から）や，der　Sch1uB（閉鎖）とdas　SchloB
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（錠）（ともにschlieBen＜閉じる＞から）のようである。
　さらにブリソクマンがその論文rドイツ語におげる文法的性』（Zum　g・am一
㎜atisch・n　Geschlecht　im　Deutschen）の中で述べているように，動詞概念は性と
後綴によって次・のような四つの可能性が区別され飢
　（1）男性はある事件の遇程を特定の場合に限定す机
　（2）女性はある出来事を繰り返された動作へ分解する。
　（3）中性は名詞的不定詞とLて，時問的・空聞的に限界のない無隈定な遇程
　　としての事件を表わす。
　（4）中性は色々た動作を全体的な事件へ綜括する。
　そして例としてLauf（疾走）rLauferei（Lきりに走り廻ること）一Laufen
（走ること）一Gelaufe（たえず走り廻ること），Schrei（叫び声）一Schreierei
（わめき）一Schrein（叫ぶこと）一Geschrei（叫喚，騒ぎ），以下同様にSpott
＿Spotte－ei＿Spotten＿Gesp枇t，Schwatz＿Schw射zerei＿Schw説zen＿Ge－
schw乞tz，F1uch＿F1ucherei＿F1uchen＿GeHuche，SchuB＿SchieBerei＿
SchieBen－GeschieBe，Jod1er－Jodelei－Jodeln－Gejodel　などをあげているo
　そのほか，中性は特に特殊た機能をもっている。まず第一に中性はまだ性を
もたないものとして，子供や動物の仔を表わす。例えぼdas　Kind（子供），
das　Lamm（小羊），das　Fohlen（仔馬），das　Kucken（にわとりのひな）の
ようである。
　第二に中性は縮少詞（Dimimtiv）として用いられる。例えばder　Bach（小
川）に対してdas脱chlein（せせらぎ），die　Blume（花）に対してdas
B胴mlein（小さな花）のごとくである。
　第三に中性は軽蔑的な意味で用いられることがある。例えばdas　Eke1（い
やな奴）＜derEkel（吐きけ），dasMensch（山だしの女，あま）＜derMensch
（人間），dasPack（賎民）たどがそうである。dasWum（小さい子供，哀れ
な人問）＜der　Wum（虫）のように哀れみを表わす場合もある。
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　第四に中性は男女南性を綜括するか，あるいはそれを問題としないときに次
のように用いられる。
　　Kar工und　Liese　vertragen　sich　gut，wei1jedes　das狐dere　gem　hat．
　（カルルとリーゼはそれぞれ相手が好きなので，伸がいい。）
　　Morgen丘ndet　eine　wichtige　Besprechung　statt，da　muB　a11es　anwe－
　send　sein。（明目重要な討論が行われる。それで全員〔男女の別なくすべて
　の人問を意味している〕出席しなけれぱならない。）
　第五には不定代名詞jemandやniemandの後につけられて，中性形が性が
分らたい人物を表わLたり，あるいは性が重要でないときに用いられることが
ある。Jemand　Fremdes（誰か見知らぬ人），Jemand　anderes（誰かほかの
人）のような場合である。従って第四と第五の場合は中性が一種の「共性」の
機能を果している訳である。
　そのほかブリソクマソはBeter（祈る人）一Gebet（祈り）一Anbetung（崇
拝）の系列をあげて男性は主体概念，中性は客体概念，女性は述語概念を表わ
すといっているが．これはエルベ：■（JohamesErben）のいうように，いささ
か行き過ぎであろう。また詩人が自己の詩的創造のために，性を利用すること
もあるが，これは別の問題とLてここではふれないことにLよ㌔
　以上性についての一般言語学上の問題を種々取り上げてきたが，以下ドイツ
語の名詞の性の問題に移ろう。
2．ドイツ語の名詞の性
（1）分類別グループによる名詞の性
A．人　　物
　人物を表わす名詞の文法的性は大体において自然の性と一致する。
　der　Vater（父）一die　Mutter（母），der　Sohn（息子）一die　Tochter（娘），
der　Mam（男）一die　Frau（女），der　Lehrer（教師）一die　Lehrerin（女教
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師）
　〔例外〕das　Weib（女，ルターの時代には普通の意味で用いられたが，今
はいやしい意味で用いられる。どうして中性になったかは明らかにされていな
～）・die　Wache（歩噴），一chen，一1ein，一e1，一1eで終る縮少名詞。das
M査dchen（少女），das　Fr査u1ein（おじょうさん），das　M註de1（少女，M註dchen
の南独語形），das　Sch註tzle（可愛いい人），das（またはder），Kasperle（カ
スペルレ〔指人形芝盾の道化役〕）
B．動　　物
　動物名の文法的性は性の区別が重要なときは自然の性に従う。
　der　Oche（牡牛）一die　Kuh（牝牛），der　Lδwe（おすのライオソ）一die
Lδwin（めすのライオン），der　Hahn（おんどり）一d1e　Heme（めんどり）
　この区別では特に猟師の言葉で特に際立っている。
　der　Bock（牡しか）一die　Ricke（しかの牝），der　Rむde（おす犬）一die
H伽din（めす犬），der　Keiler（おすのいのしし）一die　Bache（めすのいのし
し）
　しかし大部分は自然の性に関係なく，男性になったり，女性になったり，中
性になったりする。
　das　Pferd（馬）＜der　Hengst（おす馬）とdie　Stute（めす馬）に対して。
der　Ige1（はりねずみ）＜das　Igelm虹nchen（おすのはりねずみ）とdas
Ige1weibchen（めすのはりねずみ）に対して。die　Biene（蜂）＜der　Weise1
（蜜蜂の女王）とdie　Drohne（おす蜂）に対して。
　此較的大きな生物は男性である。
　der　W釦（鯨）・der　Hirsch（鹿），der　EIefant（象），der　A刮er（わL），
derTiger（とら）などo
　比較的小さな生物は女性である。
　die　Taube（はと），d三e　Maus（ねずみ），die　Laus（しらみ），die　M首cke
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（蚊），die　Muschel（貝）など。
C．物件と拙象名詞
　これらは三性のどれにも属するので，特に指摘すべき点は余りないが，次の
ような点があるo
　男性に入るのは
　（乱）季節・月・目の名前
　derFr伽i㎎（春），derWinter（冬），derLenz（春〔詩語〕），derJanuar
（一月），der　Freitag（金曜目），derMittwoch（水曜日），ただしdieWoche
（遁）とdas　Jahr（年）は例外。
　（b）方位，風，降雨の名前
　der　Norden（北），der　Westen（西），derFδhn（フェー1■〔アルプスおろ
しの南風〕），der　Taifun（台風），der　Passat（貿易風），der　Schirokko（シ
ロヅコ〔アフリヵから地中海に吹きつける熱風〕），der　Monsm（季節風），
der　Boreas（北風），der　Hage1（あられ），der　Schnee（雪），der　Regen（雨），
der　Tau（露），der　Reif（霜），der　Nebe1（霧）など。die　Bora（ポーラ〔ダ
ルマチア海岸の寒い東北風〕）は例外。
　（C）土壌や岩石の種類の名前
　der　Granit（花嵩岩），der　Basa1t（玄武岩），der　Ka1k（石灰），der　Sand
（砂），der　Schiefer（石盤石），der　Lehm（ローム），der　Ton（粘土），der
Gneis（片麻岩），der　Kies（砂利）。
　die　Gur（鉱物の分解によってできた土地沈澱物〔例えぱdie　Kiese1gur＜珪
藻土＞〕），die　Kreide（白墨）は例外。
　（a）大低のお金の名前
　der　Heller（ヘラー，昔のドイツの小銅貨），der　Taler（ターラー，昔の銀
貨の名），der　Dollar（ドル），der　Schil1ing（シリソグ），der　Pfennig（ベニ
ッヒ），derFranken（フラソ，スイスの貨幣），der　Gulden（グルデソ，着の
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金貨の名）。
　　d1e　Mlark（マルク），d1e　Krone（クローネ，北欧諸国の貨幣），dle　Drachme
（ドラクマ，ギリシャの銀貨），das　Pfund（ポソド）は例外。
　女性に入るのは
　（乱）木の名前および非常に多くの花の名
　die　U1me（にれ），die　Rむster（はるにれ），die　Eiche（かしわ），die　Tanne
（もみ），die　Linde（ぽだい樹），die　Buche（ぶな），die　L拉che（からまつ），
die　Kiefer（松），die　Fichte（ドイツとうひ），die　Er1e（はんの木），die
PaPPe1（ポプラ），die　Birke（しらかぱ），die　Espe（はこやなぎ），die　Eibe
（いちい），die　Palme（やし），〔ただしder　Ahorn（かえで）〕die　Dah1ie（ダ
リア），die　Narzisse（水価），die　Ne1ke（なでLこ）。
　（b）数の名詞化
　die　Vier（4の数字），die　Zehn（10の数字），Zahl（数），Zi斑er（数字）は
女性。
　中性に入るのは
　1副）大低の金属や化学元素の名
　das　Go1d（金），das　Si1ber（銀），das　P1atin（プラチナ），das　Blei（鉛），
das　Nickel（ニヅケル），das　Eisen（鉄），das　Erz（鉱石），das　Uran（ウラ
ソ），das　Kupfer（銅），das　Zink（亜鉛），das　Zim（錫），das　Kaki㎜（カ
ノレシウム），das　Bro血（臭素），das　He1ium（ヘリウム）。
　der　Stah1（銅鉄），der　SchwefeI（硫黄），die　Bronze（育銅）は例外。
　（b）一chen・一einで終る縮少形
　das　P1auderst直ndchen（雑談の時間），das　Br直nn1ein（小さな湧き水）。
　（o）時に応じて名詞化される他の品詞からの言葉
　das　Sch伽e（美），das　Gute（善），das　Gedachte（前述のこと），das　Lesen
（読書），Das　Ye施ute　Du（親しい君），das　Ja　md　Nein（肯定と否定），das
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Dmm　md　Dran（これに関する一切のもの），das　Wem　und　Aber（疑惑異
論）。
　（d）Ge一の前綴をもつ集合概念を表わす名詞
　das　Gebirge（山脈），das　Getier（獣類），das　GewOrm（虫類），das
Gew註sser（河川），das　Gestim（天体）。
　（e）Ge一の前綴をもつ全体事象を表わす名詞
　das　Gelaufe（東奔西走），das　GeschieBe（連射），das　Gejodel（しきりに
歓呼すること），das　Geschrei（しきりに呼ぶこと）。
　（f）分数das　Viertel（四分の一），das　Drittel（三分の一）。
D．固有名詞
　（a）人　　名
　人名は通例自然の性と一致する。
　der　kleine　KarL（小さなカルル，カルルは男名），die週eiBige　Liese（勤勉
なリーゼ，リーゼは女名）。
　ただし一chen，一1ein，一1eで終る縮少形は中性である。
　das　vier頂hrige　Karlchen（四才のカルル），das　dopPelte　Lottchen（二人
のロヅテ，ロヅテは女名）。
　（七）地　　名
　国や地域の名は一般に中性で，女性または男性の場合は少たい。
　das　sch6ne　ThOringen（美Lいチューリソゲソ），das　Frankreich　Ludwigs
XIV（ルイ十四世のフラソス），das　geheimnisY011e　Tibet（神秘のチベット），
das　tropische　Afrika（熱帯アフリカ），unserganzes　Europa（われわれの全
ヨ＿ロッパ），das　ElsaB（エルザス）o
　女性になるのは一ei，一ie，一eで終るものである。
　die　Tschechos1owakei（チェッコスロヴァキヤ），die　T宜rkei（トルコ），
die　Lombardei（ロソバルジア，イタリアの北部地方），die　Mongolei（蒙古），
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die　Mandschrei（満洲），die　Nomandie（ノルマンデイー），die　Bretagne
（フラソスのブルターニュ半島），die　Leマante（近東地方），dieProvence（プ
ロヴァソス地方），die　Ukraine（ウクライナ）。
　そのほか，die　Schweiz（スイス），die　Lausitz（ラウズィッツ地方），die
Pfalz（プッアルツ地方），die　Krim（クリミア半島），die　Riviera（リヴィェ
ラ海岸），die　Arktis（北極），die　Antarktis（南極），die　Sahara（サハラ砂
漢），die　Gobi（ゴビ砂漢）。
　男性のものには次のようなものがある・
二der　Pelopomes（ペロポネス半島），der　Ba1kan（バルカソ半島），der　Sudan
（スーダ：■），der　Irak（イラタ），der　Iran（イラン），der　Je㎜en（イェーメ
ソ）。
　また国名では複数形のものもある。
　die　Nieder1ande（オラ1ノダ），die　USA（アメリカ合衆国）。
　場所の名前は，合成語で基礎語が他の性であっても，一般に中性である。
　das　ewige　Ro㎜（永遠のローマ），das　sch6ne　Salzburg（美しきザルツブ
ルク，Bu・gは女性），das　ber砒mte　Heidelberg（有名なハイデルベルク，B・・g
は男性）。
　山の名前は一般に男性である。なぜならder　Berg（山）が男性であるとい
う意識が働らくからである。
　der　Brocken（ブロヅケソ山），der　Monte　Rosa（セソテ・ローザ），der
Montblanc（モソブラソ），der　O1ymp（オリソポス山），der　Vesuv（ヴェス
ヴィヤ火山）。．
　山脈の名前は男性で，女性の場合の方がまれである。
　der　Harz（ハルツ山脈），der　Taums（タウヌス），der　Hima1aja（ヒマラ
ヤ）。
　ただしdie　Rh6n（レーソ），die　Eifel（アイフェル）o
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　また複数でだけ使われる山脈名も多い。
　die　Pyre雌en（ピレネー山脈），die　Alpen（アルプス）。
　ドイツの川の名前は一般に女性であるが，ゲルマソ民族以前の起源のものに
は男性のものもある。
　die　Weser（ヴヱーゼル川），die　Fu1da（フルダ川），die　D㎝au（ドナウ
川），die　E1be（エルベ川），die　Oder（オーデル川），ただしder　Rhein（ラ
イソ川），der　Main（マイ1■川），der　Neckar（ネヅカール川）o
　外国の川の名前は圧倒的に男性であ私
　der　Nil（ナイル川），der　Kongo（コソゴ川），der　MississipPi（ミシシヅ
ピー川），der　Ganges（ガソジス川），der　Don（ドソ川）o
　－aと一eで終るものは大低女性である。
　die　Wolga（ヴォルガ川），die　Lena（レナ川），die　Seine（セーヌ川），
die　Themse（テムズ川）o
　（C）星と星座の名前
　星と星座の性はそれが呼ぱれる物の性に従う。
　der　Jupiter（木星，ジュピターは男神），der　Drache（竜座，竜は男性），
die　Waage（天秤座，天秤は女性），die　Vems（金星，ヴィーナスは女神）。
　性が意味上から出てこないときは，大低男性であ乱
　der　Beteigeuze（ベテルギウス，オリオソ座の星）≡der　Arktur（アルクツ
ルス，牛飼座の一等星），der　Fomalhaut（ブォマルハウト，南魚座の一等星）。
　しかし一aで終るものは女性である。
　die　Wega（ヴェーガ，琴座の一等星），die　KaPe1la（カベラ，駆老座の一等
星）。
　（d〕船の名
　船の名は一般に女性で，特に都市や国にちなんでつけられた船名は女性であ
る。
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　die　Bremen（ブレーメソ号），die　Europa（ヨーロヅパ号），dle　Deutsch・
互and（ドイツ号）。
　英語の範に従って，今目では男性の人名に基いているときも大低女性である。
　die　Graf　Spee（グラーフ・シュペー号，グラーフ〔伯爵〕は男性），die
Bismarck（ビスマルク号，ビスマルクは男性）。
　（e）飛行機の名前
　この場合は個々の飛行機の名前と飛行機の型式の名前とが区別される。前著
の場合は性は船の場合と同じように女性である。
　die　Storch（こうのとり号，こうのとりは男性），die　Ad1er（わし号，わし
は男性），die　Pfeil（矢号，矢ぱ男性）。
　製作老の名前に基づいた飛行機の種類の名も女性である。おそらくその後に
Machine（飛行機）が略されたのであろう。
　die　Junckers52（ユ1■ガース52型），die　Heinkelユ11（ハインケル111型），
die　Domier　X（ドルニェX型），die　Messer－schmidt109（メヅサーシュミヅ
ト109型）。
　Lかし種類の名称が普通の名詞の場合は，その名詞の性になる。
　der　Condor（コンドル型），die　Flying　Fortress（フライソグ・フォートレ
ス型，F0・t・ess〔要塞〕はドイツ語のFest㎜g〔女性〕を考えさせるから）。
　（f）ホテルやコーヒー店や映画館の名前
　Hotel，Ka妊ee，K1noは三っとも中性なので中性であ私
　das　Astoria（アストリヤ・ホテル），das　Continenta1（コソチネソタル・ホ
テル），das　Kranzler（タラソツラー），das　Capito1（カピトル座）。
　（9）略語と短縮語
　略語はその基礎語に従う。
　die　CDU（di・Ch・i・tlich－Demok・ati・che　Union）（キリスト教民主同盟），die
SPD（die　SOzialdemok・atis・h・Pa㎡ei　Deutsch1and）（ドイツ杜会民主党），das
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BGB（das　B虹ger－iche　Gesetzbuch）（民法）o
　短縮語は短縮されたい元の単語の性に従う場合が圧倒的である。
　der　Akku＜Akku㎜u1ator（蓄電池），der　Trafo＜Transfomator（変圧
器1），Oer　Bus＜Autobus，Omnibus（バス），die　Lok＜Lokomotive（機関
車），die　Kripo＜Kriminalpolizei（司法警察），das　Auto＜Automobi1（自
動車）。
　しかしごくまれに，性が違っている場合がある・
　das　Kino＜der　Kinemato駆aph（映画），das　Foto＜die　Fotographie（写
真），die　Taxe，das　Taxi（タクシー）＜der　Taxameter（タクシーメーター）o
　（h）名詞化された字母
　アルファベートの字母が名詞化された場合は中性である。
　IchbindasAunddasO（われはアルファなり，オメガなり）o
　einem　ein　X揃r　U　machen（ある人をだます）。
　（i）複合名詞の性
　複合名詞の性は名詞全体の表わす概念の自然の性にかかわりなく，基礎語に
よって規定される。
　die　MannsPerson（男子，Pe・s㎝は女性），das　Frauenzimmer（女性，
Zmmerは中性），der　Hausbau（住宅建築）。
　しかLごくわずかの例外がある。
　die　Heirat（結婚。Ratは男性，Hei＜H・im）・
　die　Anmut（快適），die　GroBmut（寛容），die　Schwemut（憂うつ），die
Wehmut（悲哀）（Mutは男性，die　A・mt（貧乏），di・Dem・t（卑下）などの
類捲による），das　Gegentei1（反対），das　Vordertei1（前部），das　Hintertei1
（後部）（Teilは今日では普通男性）。
（2）名詞の性を規定する語尾の比較
A．男性名詞を作る語尾
　814
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　（乱）　ドイツ語（またはドイツ語された）語尾。
　一ich→der　TepPich（しき物），der　Kranich（鶴），der　Bottich（桶）
　一ig→der　Kδnig（王様），der　K舶g（鳥籠），der　Honig（蜂蜜），ただし
das　Re三sig（しば）
　一1ing→der　D註umling（親指用サック），der　Schmetter－in9（蝶），der
Zwil1ing（ふた子）
　一s→der　Schnaps（火酒），der　K皿irps（小人），der　Fuchs（きつね）
　（b）外来語の語尾
　一ant→der　Musikant（楽士），der　Konsonant（子音），der　Fabrikant
（製造業者）
　一童r→Aktion虹（株主），der　Revolutio雌r（革命家），der　Kommissio舳r
（委員）
　一ast→der　Kontrast（対照），der　Palast（宮殿），der　Phantast（空想家）
　一eur［一¢：rコ→der　Amateur（アマチュァ），der　Friseur（理髪師），der
Ingenieur（エソジニア）
　一ier［一i6コ→der　Bankier（銀行家），Routinier（熟練老），der　Conferen－
Cier（討論者）
　一ier［一i：rコ→der　O頒zier（将校），der　Kavalier（騎土），der　Grenadier
（渉兵）
　一iker→der　Mechaniker（機械工），der　Fanatiker（狂信者），der　Phi1－
hamoniker（音楽愛好家）
　一ikus→der　Musikus（楽人），der　Kancnikus（司教座聖堂参事会員），der
Luftikus（軽薄児）
　一ismus→der　Idealismus（理想主義），der　KaPitalismus（資本主義），der
Optimismus（楽天論）
一ist→der　Anarchist（アナーキスト），der　Jurist（法学老），der　Pianist
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（ピアニスト）
　一〇r→der　Motor（モーター），der　Regulator（調整器），der　Rektor（学
校長）
B．女性名詞を作る語尾
　（副）　ドイツ語（またはドイツ語された）の語尾。
　一ei→die　B廿cherei（文庫），die　J註gerei（狩猟術），die　Metzgerei（屠殺
業）
　」in→die　L6win（ライォソのめす），die　Lehrerin（女教師），die　Fremdin
（女友達）
　一heit→die　Gottheit（神性），die　B1indheit（盲目）、die　Kindheit（幼時）
　一keit→die　Bitterkeit（苦いこと），die　Hδ砒chkeit（礼儀），die　Ei亡e1keit
（空虚）
　一schaft→die　Fremdschaft（友情），die　Eigenschaft（特性）
　一ung→die　Achtung（注意），die　Nahrmg（養分），die　BiIdung（教養）
　（b）外来語の語尾
　一a→die　Kamera（カメラ），die五ra（時代），d1e　Aula（大講堂）
　一ade→die　Schoko1ade（チ宣コレート），die　Marmelade（マーマレード），
die　Ba1lade（物語詩）
　一age→die　Garage（ガレージ），die　Bagage（手荷物），die　Etage（階）
　一ail1e→die　Bataine（戦い），die　Email1e（エナメル），die　Kanai11e（悪
党）
　一aise→die　Marsei1laise（フラソス国歌），ドイツ語化されてdie　Majon直se
（マヨネーズ），die　POiOnase（ポロネーズ）
　一ance→dieRenaissance（ルネッサソス），die　Mesa1liance（ふつりあい
な結婚），die　USanCe（慣例）
一乞ne→die　Font身ne（泉），die　Mor狛e（堆積），die　Quarant加e（検疫）
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　－anz→die　Arroganz（不遜），die　Distanz（距離），die　E1eganz（上品）
　一e11e→die　Bagatel1e（些細なこと），die　Morel1e（さくらんぼ），die
Zitade1le（内城）
　吋nz→die　Audienz（引見），die　Existenz（存在），die　Residenz（屠住地）
　一ette→die　Toi1ette（化粧台），die　Pinzette（ピソセヅト），die胱kette
（エチケット）
　一euse［一φ：zθコ→die　Friseuse（女理髪師），d1e　Masseuse（女あんま），
die　Balletteuse（バレリーナ）
　rie［一ieコ→die　Materie（物質），die　Historie（歴史），die　Kastanie（栗）
　一ie［一i：コ→die　Ko1onie（植民地），die　Kalorie（ヵロリー），d1e　Phantasie
（空想），ただしdas　Genie（天才）
　一〔iコere→die　Misere（悲惨），die　Portiere（ヵ一テソ），die　Vo亘iere（大
鳥籠）
　一ik→die　Musik（音楽），die　Politik（政策），die　Lyrik（叙情詩）
　一ille→die　Basti11e（パスティーユ），die　Kami1le（カミレ），d1e　Pupil1e
（女孤児）
　一ine→die　Magarine（マーガリ1■），die　Maschine（機械），die　Kabine
（船室）
　一1on→die　Nation（国民），die　Religion（宗教），die　ExpIosion（爆発）
　一isse→die　Ku1isse（舞台のわき道具），die　Narzisse（水仙），die　Pr乞misse
（前提）
　一［iコt註t→die　Qua1it註t（質），die　Realit査t（現実），die　Faku1t虹（能カ）
　一itis→die　Bronchitis（気管支炎），die　Arthritis（関節炎），die　Rachitis
（くる病）
　一ive→d1e　Defensive（防御），die　O任ensive（攻撃），die　Direktive（指図）
　一〇se→die　Neurose（ノイローゼ），die　Tuberku1ose（肺結核），die　Sk五e－
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rOSe　（頓圭イヒ症…）
　一sis→die　Basis（基礎），die　Dosis（一服），die　Genesis（発生）。ドイツ
語されてdieBase，dieDose，dieGeneseの形でも用いられる。
　一ur→die　Natur（自然），die　Kultur（文化），die　Literatur（文学）
　一耐e→die　Brosch此e（小冊子），d1e　A1胴re（歩きぶり），die　Grav廿re（銅
版）
C．中性名詞を作る語尾
　（乱）ドィツ語の語尾
　一chen，一1ein→das　M註dchen（少女），das　Fr乞u1ein（お嬢さん）
　一icht→das　Dickicht（やぶ），das　Rδhricht（あしのやぶ），das　Tannicht
（もみのやぶ）
　一tel→das　Dritte1（三分の一），das　Viertel（四分の一）
　一tu㎜→das　Eigentum（財産），das　Christentum（キリスト教），das
Vo1kstum（民族性），ただしder　Irrtum（あやまり），der　Reichtum（富）
は例外。
　（b〕外来語の語尾
　一ett→das　Amuie亡t（おまもり），das　Ba11ett（バレー），das　Bむfett（ビュ
フェ），ただしder　Kadett（幼年学校生徒）
　一in（大低は化学用語）→das　Benzin（ガソリソ），das　Insulin（インシュリ
ソ），das　Nikotin（ニコチソ）
　一［iコum→das　Album（アルバム），das　Datum（日づげ），das　Sttdiu㎜
（研究）
　一ma→das　Dogma（ドグマ），das　K1ima（気侯），das　Thema（テーマ）
　一ment→das　Dokument（文書），das　E1ement（元素），das　Argument
（証明）
　一ment［一m互：コ（フラソス語から）→dasEngagement（約束），das
　8工8
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　171
Apparte㎜ent（アパート），das　Abonnement（予約）
　（3）性の移動
　性の間題についてもう一つ重要な問題は性の移動（G・schユ・chtsw直nd・］）の間
題である。これは前述したように，他の言語においても起っている現象である
が，ドイツ語の場合その原因をすべての場合確然と示すことは不可能である。
LかLながら多くの場合類推（Ana10gie）によって引き起されたことは明らか
である。以下その例をあげよう。
　中世ドイツ語においては一eで終る名詞は大低女性であった。そのためにも
ともと男性あるいは中性であった名詞が女性に変ったのである・たとえぱ
　エnhd、（mittelhochdeutsch）　der　bluome，snecke，vane；daz　ecke，daz
㎜i1ze→nhd．（neuhocbdeutsch）die　B1u加e（花），die　Schnecke（かたつむ
り），die　Fahne（旗），d1e　Ecke（角），die　Mi1z（脾臓）
　同様にもともと女性であった名詞が語尾を一e失ったために，男性あるいば
中性になったものもある。
　mhd．diu　ph1ume，boteche，baniere，reYiere→nhd．der　Flaum（綿毛），
der　Bottich（桶），das　Banner（軍旗），das　Revier（区域）
　またもともとは語尾一eのたかった単数の形が複数形によるあや童った類推
によって，一eのついた形によって押しのけられたために，男性あるいは中性
名詞が女性になった例もある。例えば，mhd．の単数のder　borst，schurz，
tranなどの複数形die　bOrste，sch竈rze，tr亘neが女性の複数形のように理解
され，nhd．では女性の単数形die　B0耐e（剛毛），die　Sch口rze（エプロン），
die　Tr盆ne（涙）が出来たのである。
　同じようた類推の原則はしぽしぼ外来語にもあてはめられ，フラソス語の男
性名詞であるle　bagage，buste，cigare，9arageなどが，ドイツ譲では女性名
詞になり，die　Bagage（手荷物），die　BOste（バスト），d三e　Ziga皿e（葉巻），
die　Garage（ガレージュ）になる。
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　また一方では意味の似かよった言葉，あるいは同じ種類の言葉の性による類
推に基づいて性が移動する場合もある。例えぱ㎜hd、ではdiu　mittewocheと
女性であったのが，nhd．では他の曜目が全部男性であるためにderMittwoch
（水躍日）と男性に変ったのである。そのほか，mhd－daz　sperはder　Ger
（投げ槍），der　SpieB（槍）の類推でder　Speerとなり，ラテン語のmurus
（男性）からきたMauer（石・れんがなどの壁）はdie　Wand（室内の壁）の
類推で女性になり，フラソス語のla　douzaineからきたDutzend（ダ＿ス）
はdas　Hmdert（百），das　Tausend（千），das　Schock（60）の類推で中性
になり，フランス語のla　poudreからきたPuder（おしろい）はder　Staub
（粉末）の類推で男性になった。
　また性のたい英語や，男性と女性しかないフラソス語からきた言葉も同義語
の類推によって性がきまる場合が多い。例えば
　der　Broadway（the　way＝der　Weg），die　Dai1y　Mai1（the　Mai1＝die　Post），die
Tour　de　Fr狐ce（le　tour〔男性〕→die　Tour－die　Reiseからの類推），das
Maison　de　vi11e（市役所）（1・maison〔女性〕→d・・Maison－d・・Hausからの
類推），der　Foxtrott，der　Swing，der　Twist（d・・Tan・〔ダソス〕からの類
推），der　Place　de1a　COncOrde（コソコルドの広場）（1a　p且ace〔女性〕→de・
P1ace．de・Platzの類推），die　Banco　di　Credito（信用銀行）（b・ncoはイタリ
ア語では男性。die　Bankの類推），das　Beefsteak（ビフテキ）（d・s　Rindi・i・ch
〔牛肉〕からの類捷），der　Lift（エレベーター）（de・Auf・ng〔昇降機〕からの
類推）
（4）性の不安定性
　以上にあげた例でも分るように，大体においてドイツ語の名詞の性は一定し
ているのであるが，同一の意味をもちながら性が動揺している名詞が若千あ
る。これらの名詞の中には長期に渡って動揺しているものもある。例えば
mhd．でdiuあるいはd疵Versumnisseは皿hd、においてもdasあるいは
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die　Vers置umnis（遅刻）であり，mhd、でder　wu1stまたはdie　wu1steば
nhd・でもder童たはdie　Wulst（ふくらみ）であり，mhd．でd肋または
der　zepterはnhd．でもdasまたはder　Zepter（王笏）である。
　また死滅した性が方言に残っている場合もある。例えば㎜hd．でderまた
はdaz　bastはドイツの東中部地方ではdas　Bast（靱皮）であるが，文章語
ではder　Bastとして用いられる。㎜hd．のdiuまたはder　buterはシュヴ
ブーベン地方ではder　Butter（バター）であるが，文章語ではdie　Butterと
して用いられる。mhd。でderまたはdie　bachは文章語ではder　Bach（小
州）であるが，方言ではdie　Bachとして用いられる。
　外来語の場合には元の言葉の性が分らたいために，性が一定し抵い場合があ
るo例えぱder，dasまたはdie　Dschunge1（ジャソグル），der，dasまたば
die　Zigari1lo（小さい葉巻），derまたはdas　Radar（レーダー）などがそう
である。
　また元の言葉の性と類推によって作られたドイツ語の性との間に，はっきり
した決定がなされていない場合もあ私例えぱラテン語のmetrum（中性）か
らきたdas　Meter（メートル）は，一erで終る多くの男性名詞への類推によづ
てderMeterとしても用いられる。
　これに関連してder　Backen－die　Backe（をまほ），der　Que11－die　Quelle
（泉），derRi伐一dieRitze（裂げ目），dieSpa1t－dieSpalte（割れ目）など
のように，性の異なった二つの形をもっている若千の語のあることも注意して
おいてよいであろうo
（5）性の一致
　主語と述語が性に関して一致することは，ドイツ語では例えばラテソ語のよ
うには厳Lく要求されたい。しかし自然の性に沿った完成された形がある場含
は，一般に主語と述語は性において一致する。例えば
　Sie　ist　die　Betreuerin　der　Kinder．
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　（彼女は子供たちの世話人である）
　Ein　junger　Bursche　war　der　H耐er　des　Hofes．
　（一人の若者は農場の番人であった）
　Sie　wurde　Arztin，Lehrerin．
　（彼女は医者，女教師にたった）
　それでも必ずしも一致しないこともある。
　Die　Regierung　ist　Herrin（Herr）der　Lage．
　（政治は環寛の支配老である）
　Du　warst　die　K6nigin，sie　der　VerbrecheL（Schiuer）
　（お前は女王であり，彼女は犯罪者であった）
　比較的新しく，婦人に開かれた職業の名称は前述したように，男性形が優勢
で，学者の称号の場合は男性形だけが用いられる。
　Sie　war　Laborantenlehrling、
　（彼女は実験室の助手見習であった）
　Anneliese　wird　Tischler。
　（アネリーゼは家具職人になる）
　Sie　wurde　zum　Professor　emannt、
　（彼女は教授に任命された）
3．結　　　　語
　以上「名詞の性」に関して，一般言語学上の間題からはじめてドイツ語の性
についてのすべての問題にふれた棲りである。この考察によれば，性の起源に
関しては不明な点が多く，また性そのものは言語現象として退化現象に属する
が，現代ドイツ語においては名詞の性は様々な機能をもち，重要な役割を果し
ていることが理解でき札
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